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   Here reported is a case of rhabdomyosarcoma of the epididymis which has been very 
rarely reported. This case is the third one in Japan. The patient, 39-year-old male, 
had a mass removed from the epididymis on the left which was later proved to be 
rhabdomyosarcoma b sed on pathohistological study. Metastasis to the lymphatic glands 
around the renal pedicle on the same side was found to be present one year after 
 operation. 
   Diagnostic and therapeutic problems were discussed.
緒 言































入院時所見:体 格中等,栄 養状態良好,貧 血は認め










































































































増加 しているとはい え,極 めて稀 な も の で あ
る.し かもその大部分は良性 のadenomatoid
tumorであ り,悪 性非上皮性腫瘍,な か んず
く横紋筋肉腫 の報告は稀であつて 自家経験例は




る.Longoによ る1951年迄 の134例の統 計に よ
ると良性98例悪性36例となつてい る.本 邦 にお
け る報告例は1959年の百瀬等の集計に よると34































































6)百 瀬 島 崎 ・片 山:泌 尿 紀 要,5:1234,1959.




































内臓 疹 痛 に
アスパミ7rル
〔特 徴〕=■ リ
1.神経 性 に よ る痩 痛 、 筋 肉 性 に よ る癒 痛 に 対 し、同 時 に しか
も等 しい 力 を も って 作用 します 。
2.注射 、 錠 剤 共 に 作 用 が早 く現 われ 、 胃 絹 ・腹 痛 は も とよ り
泌 尿 器結 石 に 件 う落 痛 に も 優れ た 効果 を示 します 。
3.注射 に よ る局 部の 吸 収は 良 好で あ り、 瞳 孔 散 大 、 口 濁、心
悸 充 進な どの 副 作 用 は 殆 ん ど現 わ れ ませ ん 。
胃痛 ・腹 痛 、 胃蓬 麟 、胃 ・十 二 指 腸 潰 瘍 に 伴 う終 痛 、 胆 石 篭
泌 尿器 結 石 に 伴 う落 痛 、 術 後 海 痛
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